



































































































































項目番号 第1因子 第II因子 第皿因子
8 o溺囎8 0．02640 0．04337
6 o総5鑛 0．01169 0．30103
9 鰯鍛騒 0．26045 0．09896
7 ㈱総欝 0．38426 0．33125
5 o雛5解 0．03355 0．22221
4 0．00992 o．雛雛1 0．28999
2 0．11467 o漏総解 0．19631
1 0．54071 騰総麗 一 〇．18621
3 0．13788 0．19926 o欝灘裟











11 麟欝灘 0．01873 一 〇．28752




10 騰鞍騰 0．06966 一 〇．28752
7 騰総礫 0．39897 一 〇．06244








5 0．45631 騰麹灘 一 〇．05799
14 一 〇．07358 一 〇．22937 鰹錨灘
12 一 〇．31825 一 〇．22419 購麟霧
15 一 〇．07656 0．00404 騰鎗灘














































上位群 16．3 7．0 6．3















上位群 20．4 17．6 3．2


























上位群 16．8 7．2 6．5
下位群 15．9 6．0 5．6
差の検定 0，213 0，008 0，012
6．まとめと今後の課題
　本研究では，1999年度大学2年次情報処理総合課題演習取組み最終時に
行った成果物に対する相互・自己グループ評価とグループ活動過程について
の自己評価およびメンバー相互評価のアンケートをもとに，成果物に対する
評価とグループ活動評価との関連性およびグループ内のメンバー間およびグ
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ループリーダーとメンバーとの関わりを分析した。
　その結果，成果物に対する評価とグループ活動評価との関連性については，
　①　成果物に対する評価はグループ活動過程についての自己評価の「役割
　　分担」と関連はないが，「活動に対する参加態度・意欲」と「課題達成」
　　とはやや相関がある。
　②成果物に対する評価はグループ活動過程についてのメンバー相互評価
　　の「グループ形成維持機能」と「課題達成機能」との相関が高い。
　グループ内のメンバー間およびグループリーダーとメンバーとの関わりに
ついては，
　①グループ形成維持機能，課題達成機能に関するメンバー相互評価は活
　　動への参加意欲や成果物に関する自己評価との相関は高いが，役割分担
　　に関する自己評価との相関は低い。
　②リーダー評価点が高いグループの方がメンバーの自己評価も高い。
ことがわかった。
　以上の結果から，成果物に対する評価とグループメンバー間の関わり方に
は関連があり，また各メンバーの「活動に対する参加態度・意欲」「課題達
成」はグループ全体の「グループ形成維持機能」「課題達成機能」と関連が
あると考えられる。
　今後，CSCW環境でのグループ活動において，協同作業を支援するシス
テムとしてどのような機能が必要であるか，また，これらの活動を通してリー
ダーシップの育成を図ることを検討していきたい。
付記　本論文は，教育工学関連学協会連合第6回全国大会で口頭発表した
　　　「CSCWにおけるグループ活動でのリーダーとメンバーの関わり」
　　　に加筆したものであり，本研究の一部は平成11・12年度科学研究
　　　費補助金（基盤研究C　研究課題名：女性のリーダーシップ育成の
　　　ためのCMCSによる意思決定支援システムの研究　研究代表者：
　　　中尾茂子　課題番号：11680224）による。
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学生の自己評価によるCSCW環境でのグループ活動の分析
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